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地下水流動における貯留係数評価の重要性とフローポンプ透水試験法の適用性に
ついて

Importance of storage coefficients for fluid flow through porous media and applicability
of flow-pump tests for their estimation
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　地盤・岩盤の地下水流動を評価するためには、透水係数と貯留係数の２つのパラメータを求めることが必要
である。ここでは、特に、貯留係数に着目し、その意味するものと重要性について議論する。また、室内実験で
貯留係数を求める方法のひとつとして提案されているフローポンプ試験法について、その適用性と問題点を明ら
かにする。


